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 本論文は，次の 7 章で構成する。 

















































第 4 章 中国人渡日者の心理的援助の検討～転機の語りを通して～(総合考察)     










































































第 1 章 問題と目的 
1.1 夜間中学に通う生徒とは 
日本の義務教育の就学率はすでに 1961年に 99.8%に達している(文部省調査








ところで，公立夜間中学は 2017 年現在，全国に 31 校（東京 8，神奈川 2，
千葉 1，大阪 11，兵庫 3，京都 1，奈良 3，広島 2）あり 1687 人が通っており，
そのうち外国人の生徒が約 8 割を占め，中国籍(568 人)の生徒が圧倒的で，ネ



















































































































(1)  夜間中学の歴史 



































 その後 1990 年代頃からニューカマーが増えると共に,識字学級も国際化する
ようになってきた(野山,2004)。また，1990 年は「国際識字年」，それに続く 2003
































































































 国際化が急速に進む日本では，来日する外国人は年々増加，平成 29 年 6 月


























































































































































































































検索を行ったところ，1968 年～2017 年までの全掲載論文が 78 編，そのうち
執筆者(個人および団体)が確認できる論文が下記の 70 編であった(表 3.)。 
 
表 3. 「識字学級」をタイトルに含む論文 
  著者 
(年号) 
タ  イ  ト  ル 掲載雑誌名 










3 林 力  
(1970) 
福岡の識字学級 (同和教育を進めるために(特集)) -- 
(同和教育実践事例) 
社会教育 
4 小提 久子 
(1970) 
教育と私たち〔福岡県の識字学級生手記〕  社会教育 
5 
 





6 神野 直人  
(1972) 
あすなろ・こだま学級のあゆみ--福岡市壱岐公民館に







字学級のあゆみ (福岡の部落解放運動(特集))  
部落解放 





9 松井ツルエ  識字学級のこと・ある夏の日に・世間体 (反差別戦線 新日本文学 
27 
 
(1976) の構築と文化の闘い<特集>)  
10 東義和 [他] , 
宮谷憲 , 村上 












ら) (識字運動の原点をふりかえろう<特集>)  
部落解放 
12 蛇草識字学級  
(1983) 
文集「はぐさ」(識字部門特別奨励賞) (第 9 回部落解放
文学賞)  
部落解放 
13 日野 範之  
(1986) 
自力の識字学級へ--第 2 回全国識字経験交流会開く  部落解放 
14 坂根 政代  
(1988) 
「昔のうた」のほりおこし--識字学級の取り組みから  部落解放 










>) -- (うちの識字・うちの学級)  
部落解放 












19 岩井 好子  
(1990) 





20 大沢 敏郎  
(1990) 
識字・からだ全身の人間の学び--横浜・寿識字学級 (国
際識字年<特集>) -- (識字運動のなかで)  
教育評論 


















24 原 千代子 
(1992) 
社会教育実践--生活の場で,ともに学びあう--川崎市ふ
れあい館識字学級の実践から (日本の社会教育 1992) 
-- (日本の社会教育 1992)  
月刊社会教育 





26 原 千代子  
(1995) 
生活の場で学びあい,生きる力を--川崎市ふれあい館識
字学級の実践から (再び学力とは何か<特集>)  
教育評論 
27 長沢 成次 
(1995) 
千葉県における識字学級の現状と課題 (多文化・民族
共生社会と生涯学習) -- (特論 地域調査研究の課題)  
日本の社会教
育 
28 大谷 修一  
(1995) 
識字学級に学ぶ--高知県南国市の識字学級 (わたしの識字あ
なたの識字--今年は国際識字の 10 年中間年<特集>)  
部落解放 




識字--今年は国際識字の 10 年中間年<特集>)  
部落解放 













32 西田 英二 
(1999) 
一行の「もやもや書き」からはじまって--鈴鹿一ノ宮の
識字学級を訪ねて (特集 識字運動はいま)  
部落解放 
33 藤井 隆英 
(1999) 
「ひまわりの会」から見た日本の識字教育活動 (特集 
識字運動と日本語教育の現在) -- (識字学級の現在)  
解放教育 
34 中野 武  
(1999) 
ある識字学級の 25 年 (特集 識字運動と日本語教育の






識字運動と日本語教育の現在) -- (識字学級の現在)  
解放教育 






37 柳井 美枝  
(2000) 
識字学級青春学校 (特集 もうひとつの教育)  教育と医学 






















42 加藤 有孝  
(2006) 
加藤有孝の実践記録 公民館における識字学級の実践について--東
京・福生市公民館松林分館のことばの会から (公民館 60 年の歴史的





43 木村かよ子  
(2006) 
会員の活動 識字学級 35 年生  リベラシオン 








選評 識字部門 識字学級のさまざまな作品を (第 34
回部落解放文学賞)  
解放教育 





















子の記録 編者 松崎一  
解放教育  
50 松崎 一  
(2010) 
識字学級発祥の地「福岡県川崎町浦の谷」と材木貞子 
(特集 おとなの学び・識字)  
部落解放 
51 関 道代 
(2010) 
大きな反響に励まされて--広報誌に掲載された「小平







彫りに (特集 実態調査にみる今日の大阪の部落)  
部落解放研究  














55 島田 愛美  
(2012) 
ふれあい館識字学級に通うハルモニ達から見る在日
朝鮮人の"恨"感情とその行方 (国籍の境界を考える : 
2011 年度社会調査法演習報告書)  
人文学報 








識字部門 入選作 紙芝居「ふる里のお話しよう」 (第
38 回 部落解放文学賞)  
部落解放 
58 菅原智恵美 , 
森 実  
(2012) 




59 西田 静  
(2013) 
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 掲載雑誌名の内訳では，「部落解放」が 17 編と一番多く，以下「月刊社会教
育(10 編)」，「部落解放研究(9 編)」，「解放教育(6 編)」，「教育評論(3 編)」，「リベ
ラシオン(2 編)」，「社会教育(2 編)」，「日本語・日本文化研究(2 編)」，「風力エネ
ルギー(2 編)」，「明日を拓く(1 編)」，「大阪教育大学紀要(1 編)」，「解放社会学研
究(1 編)」，「環太平洋大学短期大学部紀要(1 編)」，「学校メンタルヘルス(1 編)」，
「教育学論集(1 編)」，「教育実践学論集(1 編)」，「教育と医学(1 編)」，「研究論叢 
第 3 部 芸術・体育・教育・心理(1 編)」，「現代教育科学(1 編)」，「生涯学習とキ
ャリアデザイン(1 編)」，「人権問題研究(1 編)」，「新日本文学(1 編)」，「人文学報






















































































































































































































































































































































 2010 年現在把握されている 198 の識字学級の学習形態について棚田(2011)













































































り続けていた K さんから， 「中国からの渡日者と一対一で学習支援を
してみませんか」と依頼があり，研究の転機が訪れるようになった。こ
れは，研究のインタビュー調査が思うように進まない筆者の苦悩を見守
ってくれた K さんの，筆者への配慮であったと考えられた。 























































2.7 インタビュー 手続き 

















































































































第 3 章 結果と考察 
3.1 結果と考察 
3.1.1 ケース 1.  A さん(50 代男性)の人生と解釈 (研究 1)  









































【 】…本稿における語りの順を  
○…内容的にひと繋がりのエピソードを，      夜間中学・識字学級で学ぶことの意味       








           【16】自分のために聞いてもらった 
【14】初めて日本人に話した     【15】同じ教育レベルの人と話したい 
 
     筆者…A さんの考えを尊重し理解する姿勢・同世代・仕事をしながら学んでいる。A さんの学習支援者  
 
A さんと筆者との間で共同生成されたもの  
 



















































































































































































































































⑤ A さんと筆者との間で共同生成されたライフストーリー 






























































(3)  A さんの人生の考察 































































3.1.2  ケース 2.  B さん(30 代女性)の人生と解釈 (研究 2) 












































【  】 … 本 稿 に お け る 語 り の 順 を  
○… 内 容 的 に ひ と 繋 が り の エ ピ ソ ー ド を ，              
  … 相 互 作 用 を 示 す             識字学級で学ぶことの意味  
 
【 8】 や っ と た ど り着 い た場 所  【 9】初めての成功体験  









               【 11】日本と繋がる  
 筆 者 … B さ ん の 考 え を 尊 重 し 理 解 す る 姿 勢 ・ 仕 事 を し な が ら 学 ん で い る 。 B さ ん の 学 習 支 援 者  
 
B さんと筆者との間で共同生成されたもの  
 
図 6. B さんのライフストーリーのシークエンス  
渡 日 の 理 想 と 現 実 と の 葛 藤  




居 場 所 感 の な さ を 感 じ て 生 き る つ ら さ  
【 3】中国でもマイノリティ  




生 き づ ら さ を 理 解 し て も ら え な い 孤 立 感  
【 5】日本で感じる孤立感  
【 6】夫 に も 理 解 し て も ら え な い 孤 立 感  


































































































































































⑤ B さんと筆者との間で共同生成されたライフストーリー 














































り(語り 2，語り 3)に表れている。 
















3.1.3  ケース 3.  C さん(20 代男性)の人生と解釈 (研究 3) 










































【 】…本稿における語りの順を  
○…内容的にひと繋がりのエピソードを，      夜間中学・識字学級で学ぶことの意味       
  …相互作用を示す     










           【6】高校時代の停学を語る  【7】彼女との別れの告白      
 
        筆者…C さんの考えを尊重し理解する姿勢・大学院で学んだ筆者。C さんの学習支援者  
 
C さんと筆者との間で共同生成されたもの  
 















































































































語り 4：話し合う場としての識字学級(2 回目のインタビュー) 





































④ C さんと筆者との間で共同生成されたライフストーリー 























































(3) C さんの人生の考察 














ネガティブな感情を少しなりとも話せた C さんの第二回目のインタビューで 
は，「自分の考えは変わってきた」「明るく」「安心」というポジティブな言葉 
(語り 5)が多く語られた。さらに，第二回目のインタビューで，C さんは識字 
学級の意味について語るが，彼にとって識字学級は日本語を学ぶというよりは， 













3.1.4  ケース 4.  D さん(40 代女性)の人生と解釈 (研究 4) 









































【 】…本稿における語りの順を  
○…内容的にひと繋がりのエピソードを，         識字学級で学ぶことの意味       
  …相互作用を示す      
【7】正しい日本語を話したい   【8】識字学級で社会と繋がる 










【10】夫への不満の吐露     【11】:励ましをもらえた 
 
筆者…D さんの考えを尊重し理解する姿勢・教員としてのアイデンティティ・仕事をしながら学んでいる。D さんの学習支援者  
 
 
D さんと筆者との間で共同生成されたもの  
 


































語り 2：教師になったが…(1 回目のインタビュー) 






























































































語り 8:識字学級で社会と繋がる(1 回目のインタビュー) 
D:識字学級では，仕事場のことも聞くことができます。私は，ニュースにも
関心があるので新聞もよく読みますが，どう読めばいいのかわからない時，
ここでは聞ける人がいます。   
I:ああ，ここでは日本語を学んでいるというだけでなく，ここで学ぶことで，
社会と繋がっているという感覚があるのでしょうか。 
D:そうなんです!   















思うように出来ていないことに気づいた D さんは，日本に長く滞在しているに 
も関わらず，正しい日本語が話せないことを恥ずかしく思っている。これは， 
中国にいる優秀な家族の中で育ったゆえのコンプレックスの表れとも言える。 






⑤ D さんと筆者との間で共同生成されたライフストーリー 


























から，自分に励ましをもらえているようでした。   
I:それは，私もなんですよ。自分も励まされているようでした。貴重な時間を
有り難うございました。  





















(3)  D さんの人生の考察 
















 やっとの思いで渡日するに至った D さんは日本での生活について希望を持
つ(語り 5)が，言葉の違いや文化の違いに戸惑うことになる。そして，女性であ








































































～転機の語りを通して～(総合考察)    (研究 5) 
4.1 研究の目的 





























表 6. 研究協力者のプロフィール 
 年齢・性別 国 学 歴 渡日期間 渡日経緯 職 業 
A さん 50 代半ば・男 中国 中国の大学 
(英語専攻) 











































表 7． 転機となる出来事と心理的特徴 
転機となる出来事 当事者の心理的特徴 A B C D 
渡日を決心したこと 渡日への期待 ○ ○ ○ ○ 
日本での生活 
渡日後の落胆 ○ ○ ○ ○ 
生活に対する不安(言葉) ○ ○ ○ ○ 
家族の心理的支え 〇 × × △ 
識字学級に参加 
満足感・安心感 ○ ○ ○ ○ 
未来への希望 〇 △ ○ ○ 











































































































































































































































































































































す。   
I：ここでは日本語を学んでいるというだけでなく，社会と繋がっているという感覚がある
のでしょうか。 






























































































































































































































第 6 章 本研究の限界と課題 
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本では年収の 10 倍位で家がなんとか買える。でも中国ではいくら稼いでも，20 年 30 年の年収が必






















































I「震災はご主人と B さんの運命を変えたことになりますね」 
B「もし，自身がなかったら，今も中国で二人ともガイドをやっているかもしれません」 
 






































































































































































































































































































































































































































































































































D「そうなんです!」   
 
D「本やインターネットからではしっかり学べない。人から直接話を聞くことでよく理解できる。その





























































































…最近は広くよりも一つのことを深くという方に変わってきています」   
D「それに，人を通して，日本の習慣に触れたり，その人の考えから学んだりしたい。識字学級は，そ














た」   
D「３つ目は，尊敬というか，先生は一生懸命ですし，学ぼうとしている。だから，自分に励ましをも
らえているようでした」   
I「それは，私もなんですよ。自分も励まされているようでした。貴重な時間を有り難うございました」
  
 
